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概要：本オーガナイズドセッションは，身体性に大きく関わるハプティクス研究委員会，超人スポ

ーツ研究委員会，テレイグジスタンス研究委員会の 3 研究委員会合同で企画されたセッションであ

り，2020 年東京オリンピックを翌年に控え，人の運動能力測定・トレーニング，身体拡張ならびに

技術コミュニティ形成に関する専門家を招き，あるべき新たなる身体像，そしてその社会受容性に

ついて議論を行う． 
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1. はじめに 

身体とは，皮膚を境界面とする肉体のことを指すばか

りではない．人の身体は物理的にも，認知的側面におい

ても拡張・増強が可能であり，新たな身体像が模索され

ている．身体を拡張するうえでは，その基礎となる今の

身体を識り，今の身体の限界について識る必要がある．

そのうえで，なにを，どのように拡張すべきかについて

多方面からの模索が求められる．ただし，ただ拡張でき

ればよいということにはならない．拡張された身体が，

社会の中で受け入れられ，居場所を確保できる必要があ

る．そのためには多くの人を巻き込みつつ，着実な議論

と技術開発とを車の両輪としてすすめていくことが必要

である． 
 
 

本オーガナイズドセッションでは，人の運動能力測

定・トレーニングに専門家である大阪大学の近田 彰治氏，

身体拡張の専門家である慶應義塾大学の Mhd Yamen 
SARAIJI 氏ならびに技術コミュニティ形成の専門家であ

る江渡 浩一郎氏をお招きし，あるべき新たなる身体像，

そしてその社会受容性について議論を行う． 
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